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1  はじめに 

 私ども原子力事業者＊ （以下、「事業者」） は、福島第一原子力発電所の事故
の反省に立ち、『自主的・継続的に安全性向上活動を推進していかなければ日本の
原子力に明日はない』という危機感のもと、自主的・継続的な安全性向上活動に取り
組んでいる。 

 

 研究開発に関しては、安全性・信頼性の向上を目的に、メーカ等との共同研究、電
気事業全体の中央研究機関である電力中央研究所での研究等を通じて、研究開
発を推進している。 

＊電力9社、日本原子力発電(株)、電源開発(株) 

 加えて、国全体として重畳を廃して真に軽水炉の安全性向上に繋がる取り組みを実

現するために策定された「軽水炉安全技術・人材ロードマップ」（以下、「ロードマッ

プ」）を参考にしつつ、優先度の高い課題にリソースを有効に投入しながら、事業者の

安全性向上に向けた取り組みを積極的に実施しているところである。 

 

 また、当面毎年実施されるロードマップのローリング活動に、事業者の立場で積極的

に参画し、研究開発等を効果的に進めていく所存である。 



2 現状のロードマップ活用状況 

安全性向上への取り組み状況の確認は、「電力全体で取り組む研究開発※」を
対象に、ロードマップを構成する各要素課題と関連する研究開発について調査・整
理している。 

また、電力全体で取り組む研究開発では着手していない課題について、確認対
象範囲を「研究開発以外の自主的安全性向上の取り組み」に広げ、ロードマップと
の関連性を調査・整理している。 

※「電力全体で取り組む研究開発」として、以下の研究を調査対象とした。 

○全電力がメーカ等と共同で行う研究 
【２０１５年度研究費（軽水炉安全技術関連（廃炉含む）の研究） ：約３４億円】 

○電力中央研究所で実施する研究（事業者からのニーズ研究、電力中央研究所
が自主的に行う研究が調査対象） 

【２０１５年度研究費（原子力関連の研究）：総事業費約280億円の1/3程度】 

○事業者の安全性向上に向けた取り組みは、ロードマップが策定される以前から
行ってきたが、これらの自主的取り組みがロードマップにどのように位置づけられてい
るかを確認し、取り組むべき課題設定時の参考としている。 



3 

短期的な取り組み事項(課題調査票ﾍﾞｰｽ)８５件に対し、７９件※が関連（別添参照） 

※ 課題調査票1件で複数の取り組み事項に関連しているものがあるため、課題調査票の延べ件数でカウント 

 

＜ロードマップを構成する要素課題に関連する事業者の取り組みの例＞ 

●課題調査票「リスク評価に用いる地震影響評価技術の構築(S106_c05)」 

 地震PRAコード・データベース整備、既存発電所を対象とした地震PRA実施など 

●課題調査票「原子力プラントを対象とした津波に対する安全性評価・安全性確保技術の構築（耐津
波工学の体系化）(S106_c04)」 

  津波外力評価（波力・漂流物／砂移動評価、機器・プラント影響評価）、津波ハザード評価など 

●課題調査票「リスク情報活用による保全・運用管理の高度化(S111_d29)」 

  リスク評価手法（PRA）の整備・高度化、リスク情報の活用に関する民間ガイドラインの充実など 

○事業者の取り組みとロードマップとの関連を確認した結果、別添の「ロードマップ

対象項目の課題別区分」における短期的（～2020年まで）な取り組み事項

に対し、研究開発以外の取り組みも含めると、概ね現状の事業者の取り組みと

の関連があることを確認した。 

○中長期的課題についても、早い段階から着手すべきとされている課題に対して、

現状の事業者の取り組みとの関連があることを確認した。 

現状のロードマップ活用状況 



4 
ロードマップが示す課題に関連する事業者の取り組みの例（１） 



5 
ロードマップが示す課題に関連する事業者の取り組みの例（２） 



6 
ロードマップが示す課題に関連する事業者の取り組みの例（２） 



7  現状の課題 

 事業者の安全性向上に関する技術開発等の多くは、ロードマップの策定前から取り組ん
でおり、ロードマップの優先順位等と整合性がとれていない取り組みについての整理が必要。 

 また、ロードマップが示す取り組み事項と個々の要素課題（課題調査票）との関連性
が低い項目があり、ロードマップの精度向上へ貢献していく必要がある。 

 事業者として必要と判断する取り組みについては、継続して実施していくが、事業者の自
主的安全性向上に向けた取り組みだけでは完結しない課題もあり、産官学が一体となっ
て課題解決に当たる必要がある。  

○事業者が現状の取り組みにおいて重点を置いている課題とロードマップの重要
度評価が必ずしも一致しているとは限らない。 

○ロードマップを一層活用して、効率的かつ効果的な取り組みを行っていく必要が
ある。 



8  今後のロードマップ活用予定 

 日本原子力学会主体で展開される本ロードマップのローリング活動へ積極的に参画し、

ロードマップの精度向上や産官学が一体となって課題解決に当たる必要性等について、事

業者の取り組み目線での見解を示していく。 

  

 具体例を挙げると、現在、規制側で検討されている検査制度の見直しについて、事業者と

しての将来像やそれに向けた取り組み課題等を検討し、その結果についてロードマップのロー

リング活動にインプットしていく。 

 

 事業者の自主的安全性向上への取り組みについて、ロードマップを参考にしつつ、優先度

の高い課題にリソースを有効に投入しながら、継続的に課題解決に取り組んでいく。 

○日本原子力学会主体で展開される本ロードマップのローリング活動へ積極的に

参画し、事業者の取り組み目線での見解を示していく。 

○事業者の自主的安全性向上への取り組みについて、ロードマップを参考にしつつ、

継続して取り組んでいく。 



別添（１／６）

①既設の軽水炉等のリスク情報の利活用の高度化

取り組み事項 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度
S101M101L102_z01 ◎ S101M101L102_z01 ◎

S103M102L101_b01 ○ S103M102L101_b01 ○

S106_c04 ◎

S106_c05 ◎

地震・津波以外の自然災害・事故につ
いてのリスクの網羅的な把握と、対策の
重要度の検討を行う

S106_c03 ◎

リスク情報を把握するための手法や
データの整備を行う

S111_d13 ○

大規模自然災害によるリスク情報を活
用した機器を導入・開発する

S110_c10 ○ S111M107L103_d42 ◎

S111M107L104_d10 ◎
１F事故の知見を活用した機器の導入・
開発を行う

S111M107L103_d42 ◎ L103_d16 ◎

S101M101L102_ｚ01 ◎ S101M101L102_ｚ01 ◎
S110M106L103_d02 ○
S103M102L101_b01 ○

S111_d29 ◎ M103L101_a04 ○
S102M101_a01 ○
S102_a09 ○

原子力施設のリスクについての社会と
の丁寧な対話を行う

S103M102L101_b01 ○ 原子力施設の安全目標についての社会
との丁寧な対話を行う

S103M102L101_b01 ○ 丁寧な対話を通じ、社会的に合意され
た安全目標の継続的な見直しを図る

S101M101L102_z01 ◎

S104_b04 ○ S101M101L102_z01 ◎ S101M101L102_z01 ◎
S104M101L102_b02-1 ○ S104M101L102_b02-1 ○ S104M101L102_b02-1 ○
S104M101L102_b02-2 ○ S104M101L102_b02-2 ○ S104M101L102_b02-2 ○

S104M101L102_b02-3 ○ S104M101L102_b02-3 ○
M102L101L104_b08 ○ M102L101L104_b08 ○

１F事故の教訓を国際的に共有する S110M106L103_d02 ○ リスク情報や安全目標に関する最新知
見を国際的に共有して世界の原子力安
全に貢献する

S110M106L103_d02 ○ Stage2（中期）に同じ S110M106L103_d02 ○

自然災害の発生頻度を含む、リスクに関
連する様々な分野を俯瞰できる人材を
輩出する

リスクマネジメントに関する人材研修の
海外からの受け入れを継続的に行う

Stage2（中期）に同じ

リスク情報の扱いに長けた人材を国内
から排出する

リスクマネジメント分野で活躍が国内外
でできる人材を継続的に輩出し維持する

Stage2（中期）に同じ

Stage3（長期）

○

M101L101_a02 ○

人
材
育
成

M104L103_c06 ◎

S103M102L101_b01 ○

S101M101L102_ｚ01 ◎

M103L101_a04

○

リスク情報の活用による地域防災や広
域防災の能力を継続的に向上する

S104M101L102_b02-3 ○

Stage2（中期）に同じ

リスク情報を効果的に活用する制度や
知識基盤の整備を進める

◎

○

◎

Stage2（中期）に同じ

S110M106L103_d02 ○

最新のリスク情報に基づいたマネジメン
トや意思決定の改善によるリスクの低
減を図る

S102M101_a01

最新の知見・技術に基づく大規模自然
災害によるリスクを含めた網羅的なリス
クの把握と精緻化を継続的に実施する

極めて稀に発生する大規模自然災害を
含め、リスクを効果的に低減する機器開
発を継続し、その知見を設計に反映す
る

M104L103_c06

S103M102L101_b01

S111M107L103_d42

不確実性が限定されたリスク情報とそ
の活用方法を国際的に共有する

効果的なリスク低減策を設計へ反映す
る活動を継続し、リスクが極小化された
世界標準の原子力プラントを設計する

リスクが極小化されるマネジメント策と
そのための組織・制度を整備する

ロードマップ対象項目の課題別区分

リスク情報の活用による地域防災や広
域防災の能力を向上する

リ
ス
ク
情
報
を
社
会
と
共
有
す
る

Stage1（短期） Stage2（中期）

ハ
ー

ド

ソ
フ
ト

リ
ス
ク
情
報
を
踏
ま
え
て
対
策
を
と
る

様
々
な
リ
ス
ク
を
把
握
す
る

解析手法の高度化や最新技術の活用
により、地震や津波についてのリスク情
報の精緻化を図る

リスク低減を加速するための制度や知
識基盤の整備を進める

リスク情報をマネジメントや意思決定に
活用する

安全目標に関わるリスク情報を得るた
めの継続的な研究を実施する

◎S101M101L102_z01１F事故を踏まえ安全目標の自主的な
再設定を行う

【ロードマップ上の色識別（要素課題（課題調査票）欄）】 

  着手している課題 

未着手 



別添（２／６）

②既設の軽水炉等の事故発生リスクの低減

取り組み事項 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度
常に新しい
知見を安全
対策に組み
入れる

原子力プラントシステムの信頼性を向
上する

S111M107L103_d42 ◎ 原子力プラントシステムの信頼性を継
続的に向上する

S111M107L103_d42 ◎

S111_d29 ◎

S111_d30 △

炉心と冷却水のふるまいをより明確に
する

S111M107_d17-1 ◎ 高稼働、長期安定運転を実現する S111M107_d24 ○

S111M107_d18-1 ◎ S111M107_d18-1 ◎

S111M107_d18-2 ◎
M199L199_d20 ○

S111M107_d24 ○
M199L199_d19 ○

原子力プラント設備の信頼性を向上す
る

S111M107_d36 ◎ 原子力プラント設備の信頼性を継続的
に向上する

S111M107_d36 ◎

M106_d40-2 ○
M106_d40-1 △

建屋構造・材料をより高性能化する M107_d38 ○

S111_d32 ◎
S111_d33-1 ◎

人材育成 安全な運転を実現する
現場の人材を維持確保する

設計や建設から廃炉までの知見に基づ
くプラント管理ができる人材を維持する

安定・安全なプラント運転に係る知識・
技能を有する国際人材を育成する

超長寿命プラントによる安全な運転を
実現する

L104_d41 ○

技術革新により被ばくリスクと保守・運
転時の負荷を軽減し、安全運転を確か
なものとする

L104_d35-1 ○

原子力プラントシステムの信頼性を飛
躍的に向上する

S111M107L103_d42 ◎

S111M107_d24 ○

M199L199_d20 ○信頼性の向上した燃料を効率的に運用
する

M199L199_d19 ○

M107_d25 ○

燃料の信頼性を向上する（炉心溶融し
ない燃料への対応をとる）

運転トラブル
を防止する

S111_d37 ○材料劣化評価手法を高度化する

経年劣化対
策を行う

プラント技術・運用管理の高度化により
トラブルを防止する

ロードマップ対象項目の課題別区分

Stage1（短期） Stage2（中期） Stage3（長期）

被ばく低減に向けた状態監視、モニタリ
ング技術の開発と環境負荷低減を図る

作業環境を
改善する

運転管理を最適化し保守・運転員の負
荷を低減し、安全運転を確かなものと
する

M107_d34

燃料の信頼性を向上する（炉心溶融し
ない燃料への対応をとる）

S111M107_d18-2 ◎

炉心の信頼性向上と高度化を図る

○

耐震安全性を高度化する

炉心の信頼性向上と高度化を図る

運転性能を高度化する

【ロードマップ上の色識別（要素課題（課題調査票）欄）】 

  着手している課題 

未着手 



別添（３／６）

③事故発生時のサイト内の事故拡大防止方策
④事故発生時のサイト外の被害極小化方策

取り組み事項 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度
S105_a05 ◎
S107_c08 ○

S106_c03 ◎
S106_c07 ○

S106_c04 ◎
S106_c05 ◎

S101M101L102_z01 ◎

S103M102L101_b01 ○

事故リスクを飛躍的に低減した軽水炉
の設計を進める

S111M107L104_d10 ◎ 事故リスクを飛躍的に低減した軽水炉
の設計を継続的に進める

S111M107L104_d10 ◎

S111_d11-2 ◎ S111_d12 ◎
S111_d32 ◎ M199L199_d20 ○

M106_d06 △
S111M107L104_d10 ◎

S111_d33-1 ◎
S111_d11-1 ○
S111_d14 ○
S104_c02 ○
S111_d13 ○
S111_d30 △

S105_a05 ◎

S102_a12 △

S110_c10 ○
S111_d13 ○
S110M106L103_d02 ○

S104_c02 ○
S102_a03 △

S104M101L102_b02-1 ○
S104M101L102_b02-2 ○

広域災害時にも利用可能な放射線計
測装置の導入と活用のための体制の
整備により、事故時のプラント周辺の状
況を正確に把握する

S104_b04 ○

S104M101L102_b02-1 ○
S104M101L102_b02-2 ○
S104_b04 ○

事故対応に優れたリーダーや要員を育
成・輩出する

リーダーシップを発揮し、複数組織を束
ねて事故対応に当たれる人材を輩出す

事故時対応について、国際的に活躍で
きる人材を輩出する

自然災害などの科学的知見を、原子力
プラントの安全性向上に結び付けられる
人材増を図る

稀に発生する大規模な災害の事故に関
する知見を継続的に研究し、安全性向
上へと反映する人材を輩出し、維持する

Stage2（中期）に同じ

○

S104M104L102_b02-3

M103L101_a04 ○

○

○

○

S110M106L103_d02 ○

極めて稀に発生する大規模な災害の
影響やリスクの不確実性を飛躍的に低
減する

M104L103_c06 ◎

大規模な災害時を含め、革新的な技術
と最新知見を活用し、国際標準となる
事故リスクを飛躍的に低減した軽水炉
を設計し、国際的な原子力安全に貢献
する

革新的な技術や外部緊急支援組織を
活用し、大規模な災害時を含め、シビア
アクシデントにおいても、発電所敷地外
への影響を極小化できるマネジメントを
整備する。

マネジメントの国際標準化を通じて、世
界の原子力安全の向上に貢献する

自然災害の観測・予測技術や体制の展
開により、世界的な自然災害予測の向
上に貢献する

○

M101L101_a02 ○

M103L101_a04 ○

強化された外部緊急支援組織の活用
を含めた原子力防災力により、地域や
より広域における多様な防災力の強化
に活用する

S111M107L104_d10 ◎

○S104M101L102_b02-2

M103L101_a04 ○

M199L199_d19

M101L101_a02

S104M104L102_b02-1

S104M104L102_b02-2

M101L101_a02 ○

S104M101L102_b02-3

S104M101L102_b02-1

○

○

M103L101_a04

M106_d07

S110M106L103_d02

○

△

○

人材育成

大規模地震や大津波を含め、極めて稀
に発生する大規模な災害についての最
新の知見を更新し、その影響把握とリ
スクを評価する手法を改良し、不確実
性を低減する研究を継続する

最新の知見・技術に基づく観測体制の
最適化を継続する

国際動向も踏まえ、極めて稀に発生す
る大規模な災害も考慮したシビアアクシ
デントマネジメントの改善により、リスク
を継続的に低減する

新技術の導入や体制の整備を含め、緊
急時支援組織の機能を強化する

プラントの内外の連携を強化し、地域の
原子力防災を向上させ、その範囲を広
域防災へと拡充する

事故時マネジメントを設計に反映し、革
新的な技術開発につなげる

S104_c02 ○

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組
織
等

事
故
を
拡
大
さ
せ
な
い

発
電
所
に
お
け
る
事
故
対
応
能
力
の
向
上

事故の時のプラントの状況をより正確
に把握できるようにするための計装や
機器を開発する S111_d14 ○

S112M107_d08 ◎ 大規模災害によるものを含め、各種挙
動の把握や評価手法の改良を継続し、
評価に伴う不確実性を低減する

訓練マニュアルや訓練方法の改善によ
り、事故に備えた訓練を高度化する

（
プ
ラ
ン
ト
外
の

）
防
災
力

社会の防災力を強
化する

事故に備えた設備や機器を開発し、多
様化を進め、適切にメンテナンスする

リーダーや要員への情報提供方法の
改善を含めたマネジメントの改善や、新
しいマネジメント策の導入を含め、マネ
ジメントを最適化する

国際的な最新知見に基づきSA対策を
検討する

組織のリスクマネジメント力を強化する
ため組織編成や組織機能の最適化を
行う

プラントの内外の連携を強化する

防災計画の改善により地域の原子力
事故時の防災力を高める

シビアアクシデントを含む、事故時の挙
動の把握を進め、解析コードや評価
ツールを改良する。

知
識
・
技
術

ロードマップ対象項目の課題別区分

Stage1（短期） Stage2（中期） Stage3（長期）

発
電
所
外
か
ら
の
影
響
の
把
握

M104L103_c06 ◎

自然災害の観測・予測技術と体制を整
える

地震・津波以外の自然災害や航空機衝
突等、プラント外部の災害の影響の把
握とリスク評価を行う

断層変位や斜面崩壊等を含めた地震
影響評価技術を構築する。耐津波工学
を体系化する

自然災害等の災害
がプラントに与える
影響を把握する

【ロードマップ上の色識別（要素課題（課題調査票）欄）】 

  着手している課題 

未着手 



別添（４／６）

⑤既設炉の廃炉の安全な実施

取り組み事項 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度
廃止措置計画を標準化する S113_d43 △

廃止措置からより良い原子炉の設計を
考える

M107_d47 △

跡地の利用について検討する M107_d48 △

安全な解体技術を開発する S113_d44 ○

海外・１Fサイトの廃炉で利用されるてい
る技術・考え方を取り込む

S113_d44 ○

廃棄物を減らす・再利用する制度や運
用方法を検討する

S103_b05 ○

廃棄物の処分のあり方について国民の
理解を得る

S103_b06 ○

処分場をつくる技術を開発する S113_d45 △

人材育成 廃炉計画に整合した原子力利用のあり
方やエネルギー政策との関係を見通せ
る人材を育成する

安全な廃炉プロセスをマネジメントする
人材を継続的に維持する

設計から建設・運転保守・廃炉までのプ
ラントライフサイクルを一貫して把握し軽
水炉安全に貢献できる人材を輩出する

効率的な
廃炉プロセ
スの仕組
みを作る

処分場を運営・管理する M107_d46

ロードマップ対象項目の課題別区分

△

安全な解
体技術を
導入・開発
する

廃棄物を
安全に管
理する

コンセンサスの得られた中で跡地を運
用する

L103_d49

Stage1（短期） Stage2（中期）

効率的な廃止措置の在り方を検討する

Stage3（長期）

解体技術を標準化する M107_d47 △

△S113_d43 △

【ロードマップ上の色識別（要素課題（課題調査票）欄）】 

  

 

着手している課題 

未着手 



別添（５／６）

⑥核不拡散・核セキュリティ対策

取り組み事項 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度
S109M104L103_c12 ○ S109M104L103_c12 ○ S109M104L103_c12 ○
S109M104L103_c11 △ S109M104L103_c11 △

核拡散抵抗性概念を導入し、設計によ
る保障措置有効性の向上及び核物質
転用困難性の向上への適用可能性を
検討する

S109M104L103_d26 △ 核拡散抵抗性の高い設計を行う上での
性能基準を導出し、有効性を実証する

S109M104L103_d26 △

核セキュリティ脅威検知のための技術
と仕組みを開発する

S109M104L103_d28 △ 核セキュリティ脅威によるリスクを可能
な限り低減させるための技術と仕組み
を構築する

S109M104L103_d28 △ S109M104L103_d28 △

コンピューターセキュリティの状況を把
握する

S109M104L103_d27 △ コンピューターセキュリティの脅威を分
析し、その防御対策を継続的に高度化
する

S109M104L103_d27 △

国内施設の核不拡散や核セキュリティ
への真摯な取組を通じて、国民や国際
社会からの信頼を獲得する

核不拡散や核セキュリティの国際的な
課題に向けてわが国が積極的に貢献す
る

安全とセキュリティの相互理解に基づく
プラント運転管理等を担う人材を効果的
に育成する制度を整備する

各セキュリティ教育の資格制度等によ
り、人材教育・育成・輩出に取り組む

アジアを中心とした原子力新興国への
啓蒙・教育、教育機関（中核的機関：
COE）の設立支援を行う

アジアを中心とした原子力新興国の教
育システムの自立支援、教育機関
（COE)とのネットワークを構築する

原子力新興国等を教育機関（COE)との
継続的なネットワークを構築・発展させ
る

核不拡散・核セキュリティ対策の国際的
な枠組みが高度化され、その運用にお
いて、わが国の輩出人材が高い貢献を
果たす

国際的な核不
拡散や各セ
キュリティの取
組において貢
献する（人材育
成・輩出）

プラントの運転
や管理の仕組
みをセキュリ
ティの観点から
改善する

プラント設計を
セキュリティの
観点から改善
する

核セキュリティ対策を設計に反映するこ
とで事故発生リスクの低減の相乗効果
を図る

核セキュリティ対策と安全対策の継続
的な改善を図る

核セキュリティリスク・フリー、平和利用
に特化した原子力プラント管理システ
ムを構築する

ロードマップ対象項目の課題別区分

Stage1（短期） Stage2（中期） Stage3（長期）

S109M104L103_d27 △

S109M104L103_c11 △

S109M104L103_d26 △

【ロードマップ上の色識別（要素課題（課題調査票）欄）】 

  

 

着手している課題 

未着手 



別添（６／６）

⑦従来の発想を超える、軽水炉に適用可能な革新的技術開発

取り組み事項 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度 要素課題（課題調査票） 重要度
原子力プラントシステムの信頼性の向
上を継続する中で革新技術をプラントに
導入する

S111M107L103_d42 ◎ Stage1（短期）に同じ S111M107L103_d42 ◎ Stage2（中期）に同じ S111M107L103_d42 ◎

S111_d12 ◎ M106_d06 △
S111M107L104_d10 ◎
M199L199_d20 ○

S111M107_d18-1 ◎ S111M107_d18-1 ◎
S111M107_d18-2 ◎ S111M107_d18-2 ◎
S111M107_d24 ○ S111M107_d24 ○

S111M107L104_d10 ◎
M199L199_d19 ○

S111_d32 ◎

S111_d33-1 ◎

S109M104L103_c12 △ S109M104L103_c12 △ S109M104L103_c12 △
S109M104L103_d28 △ S109M104L103_d28 △ S109M104L103_d28 △
S109M104L103_d27 △ S109M104L103_d27 △ S109M104L103_d27 △
S109M104L103_c11 △ S109M104L103_c11 △ S109M104L103_c11 △
S109M104L103_d26 △ S109M104L103_d26 △ S109M104L103_d26 △

人材育成 中長期的な視点で若手人材を育成し、
将来の原子力安全を担う人材を確保す
る

Stage1（短期）に同じ Stage2（中期）に同じ

核セキュリティリスク・フリー、平和利用
に特化した原子力プラント管理システム
を構築する

燃料の信頼性を向上する（炉心溶融し
ない燃料への対応をとる）

Stage1（短期）に同じ

Stage1（短期）に同じ

Stage1（短期）に同じ

Stage1（短期）に同じ

事故時のマネジメントを設計に反映し、
革新的な技術開発につなげる

被ばく低減に向けた状態監視、モニタリ
ング技術を開発し、運転管理を最適化し
て保守・運転員の負荷を低減して、安全
運転を確かなものとする

S111M107L104_d10

M199L199_d19 ○

◎

技術革新により被ばくリスクと保守・運
転時の負荷を軽減し、安全運転を確か
なものとする

L104_d35-1

ロードマップ対象項目の課題別区分

○ ○

大規模な災害時を含め、革新的な技術
と最新知見を活用し、国際標準となる事
故リスクを飛躍的に低減した軽水炉を
設計し、国際的な原子力安全に貢献す
る

Stage1（短期） Stage2（中期） Stage3（長期）

M199L199_d20 ○

S111M107L104_d10 ◎

S111M107L104_d10 ◎

M107_d34

安
全
運
転
を
設
計
や
技
術
の
革
新
で
実
現
・
維
持
す
る

Stage2（中期）に同じ

【ロードマップ上の色識別（要素課題（課題調査票欄）】 

  

 

着手している課題 

未着手 


